
■天候

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 安 失

0 0 1 0 0 1 1 0 4 7 9 1

0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 4 2

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 左         5 1 1 0 三振 中飛 三振 三振 左安

2 右         5 2 2 0 三振 左３ 振逃 一ゴ 右安

3 三         3 2 1 0 四球 一邪 左飛 中２ 四球

4 一         5 2 2 5 左飛 三ゴ 三失 左安 中本

5 投         3 0 1 0 四球 左安 四球 右ゴ 投ゴ

6 遊         5 0 1 0 三ゴ 中安 遊失 一ゴ 三ゴ

7 二         4 0 1 0 投飛 三振 捕ゴ 中安 四球

8 中         3 0 0 0 三振 中飛 三ゴ

8 打 中     2 0 0 0 遊ゴ 捕飛

9 捕         4 0 0 0 遊ゴ 三ゴ 三振 捕飛

          

          

          

          

          

39 7 9 5

■投手成績
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打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 遊 三 二   4 0 1 0 三ゴ 遊ゴ 右安 三振

2 三 捕       4 1 0 0 二ゴ 遊失 三振 三ゴ

3 捕 投 三   3 0 1 0 三ゴ 四球 右飛 中安

4 一   左   3 0 1 0 三振 死球 三振 左安

5 左   中   4 0 0 0 三振 右飛 二飛 投ゴ

6 中         2 0 0 0 投ゴ 投ゴ 四球

6 走 一   1 0 0 0 投ゴ

7 投 遊       3 0 1 0 三振 中安 四球 三振

8 二         3 0 0 0 二ゴ 一直 中飛

8     投   0 0 0 0

8       投 0 0 0 0

9 右         3 0 0 0 投ゴ 三振 二飛

          

          

          

30 1 4 0
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■日時 令和7年8月22日(金) 晴れ 天理高校 対　大智学園高校・通

■球場 駒沢硬式野球場 第3試合　4回戦 準決勝 ■試合時間 2時間49分 ■備考

■審判 球審：寺尾　　　塁審：粟村　英賀　米倉

出場校名 代表地区

大智学園・通 東京２

天　理 東近畿１・奈良

大智学園・通

ポジション 氏名

三　本　蒼　大

鯉　田　博　光

川　島　源太郎

古　賀　友　樹

渡　邉　敦　貴

船　津　勇　真

北　沢　琉　真

岡　山　玲　雄

小　口　大　倭

辻　　　順　夫

合計 　残塁：10　　併殺：2

備考

■バッテリー

投手 捕手 氏名 回数 打者 安打 三振 四球 自責 投球数

渡　邉　敦　貴 辻　　　順　夫 渡　邉　敦　貴 34 4 8 4 0 119

天　理

ポジション 氏名

中　塚　大　陽

舩　越　　　功

片　山　蒼四郎

中　林　章太朗

長谷川　和　彦

肥　後　一　希

大　村　健太朗

奥　田　泰　人

山　﨑　善　春

鈴　木　　　快

大　橋　喜　治

鳥　居　直　道

合計 　残塁：6　　併殺：0

備考

■バッテリー ■投手成績

投手 捕手 氏名 回数 打者 安打 三振 四球 自責 投球数

1 0

奥　田　泰　人 片　山　蒼四郎 奥　田　泰　人 27 3 7

0 0

3 1 105

片　山　蒼四郎 舩　越　　　功 片　山　蒼四郎 5 2

4 26

1 10

鈴　木　　　快 鈴　木　　　快 4 1 0

■戦評

駒沢球場で行われた準決勝第１試合は天理高校と大智学園高校・通信制の昨年の決勝戦と同じ顔合わせとなった。試合は天理先発奥田大智学園
先発渡邉両投手の好投により緊迫した投手戦となった。３回大智学園は２番鯉田が両チーム初安打となる三塁打で出塁すると暴投により生還し先
制に成功する。対する天理は４回相手のミスから同点に追いつきなお一死満塁の好機に５番長谷川が右翼へ飛球を放つも大智学園右翼手鯉田の
好返球により三塁走者が本塁憤死し逆転機を逃す。６回大智学園は相手の守備の乱れから１点を勝ち越すと７回１点を追加し３－１で試合は最終
回へ。大智学園は無死満塁の好機に前の打席適時安打の４番古賀が今度は中堅越のランニング本塁打を放ち６点差とする。追い込まれた天理は
その裏３番片山４番中林が連打で出塁するも後続を断たれ万事休す。７－１で大智学園が勝利し決勝に進出した。一方敗れた天理は中盤４回５回
６回とそれぞれ走者を出していただけにここで勝ち越しあるいは同点に追いつくことができなかったことが何とも悔やまれる結果となった。
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大　橋　喜　治 大　橋　喜　治 8 3 0 2
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